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１
．
は
じ
め
に

　
金
融
庁
は
本
年
６
月
に
、

「
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル

ベ
ン
シ
ー
規
制
等
に
関
す
る

有
識
者
会
議
」
の
検
討
を
踏

ま
え
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

報
告
書
を
公
表
し
た
。
報
告

書
で
は
、
２
０
２
５
年
を
目

途
に
経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ

ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
（
以
下
、

「
Ｅ
Ｓ
Ｒ
規
制
」
と
い
う
）

の
導
入
が
提
言
さ
れ
て
い

る
。
保
険
会
社
は
、
そ
の
算

定
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
算

定
結
果
に
対
す
る
妥
当
性
検

証
や
経
済
価
値
ベ
ー
ス
に
基

づ
く
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の

よ
り
高
水
準
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

が
、
個
社
レ
ベ
ル
だ
け
で
な

く
、
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
求

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ

の
導
入
に
向
け
た
検
討
事
項

に
つ
い
て
全
８
回
に
わ
た
り

概
要
を
解
説
し
て
い
く
。
第

１
回
は
、
こ
の
会
議
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
筆
者

よ
り
、
有
識
者
会
議
の
報
告

書
や
そ
こ
で
の
議
論
を
踏
ま

え
て
、
今
後
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
規
制

の
導
入
に
向
け
て
留
意
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ
い

て
私
見
を
述
べ
る
。

２
．
Ｅ
Ｓ
Ｒ
規
制

の
方
向
性

　
報
告
書
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
規

制
の
体
系
は
Ｅ
Ｕ
ソ
ル
ベ
ン

シ
ー
Ⅱ
で
用
い
ら
れ
た
「
３

つ
の
柱
」
の
考
え
方
に
基
づ

い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
第

一
の
柱
に
お
け
る
新
し
い
ソ

ル
ベ
ン
シ
ー
マ
ー
ジ
ン
比
率

は
、
現
在
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
が
開
発

し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｓ
を
ベ
ー
ス

と
し
て
設
計
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
や
Ｅ
Ｕ

ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
を
そ
の
ま

ま
導
入
す
る
、
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ

Ｓ
は
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｇ
と
な
る
グ
ロ

ー
バ
ル
な
グ
ル
ー
プ
会
社
を

ベ
ー
ス
に
開
発
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
国
内
個

社
に
適
用
す
る
に
は
そ
の
調

整
が
必
要
だ
ろ
う
。
ま
た
、

内
部
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

Ｅ
Ｕ
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
に
お

い
て
承
認
対
応
の
負
担
が
大

き
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
内
部
モ
デ

ル
の
承
認
を
自
然
災
害
モ
デ

ル
か
ら
順
次
行
う
な
ど
の
段

階
的
対
応
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。３

．
内
部
統
制
の

高
度
化
の
必
要
性

　
報
告
書
に
も
記
載
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
経
済
価
値
ベ

ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
（
以

下
、
「
Ｅ
Ｓ
Ｒ
」
と
い
う
）

を
算
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
関

す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
構

築
・
高
度
化
は
重
要
と
考
え

ら
れ
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
や
Ｏ
Ｒ
Ｓ

Ａ
の
要
請
を
踏
ま
え
、
既
に

内
部
管
理
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｒ
を

測
定
し
て
い
る
保
険
会
社
は

多
い
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で

は
あ
く
ま
で
も
内
部
管
理
と

し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
で

十
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

Ｅ
Ｓ
Ｒ
規
制
で
は
当
該
数
値

が
監
督
行
動
の
判
断
指
針
に

な
る
こ
と
か
ら
、
規
制
当
局

か
ら
も
そ
の
妥
当
性
の
主
張

が
求
め
ら
れ
る
と
想
定
さ

れ
、
よ
り
一
層
の
高
度
化
が

必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
Ｅ
Ｕ
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
の

導
入
に
あ
た
っ
て
、
保
険
会

社
が
対
応
に
苦
慮
し
た
の
も

こ
の
点
で
あ
る
。
ガ
バ
ナ
ン

ス
態
勢
の
高
度
化
に
は
時
間

を
要
す
る
可
能
性
が
あ
る
一

方
、
今
か
ら
で
も
検
討
に
着

手
す
る
こ
と
が
可
能
な
論
点

で
も
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
再

点
検
に
よ
る
現
状
把
握
か
ら

始
め
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で

も
進
め
て
お
く
こ
と
は
有
用

だ
ろ
う
。

４
．
外
部
検
証
の

有
用
性

　
報
告
書
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の

妥
当
性
確
保
の
一
環
と
し

て
、
外
部
検
証
の
有
用
性
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
制
度
化
さ
れ
る
か
は
今

後
の
検
討
次
第
で
あ
る
が
、

外
部
検
証
を
活
用
す
る
場
合

は
、
そ
の
主
た
る
目
的
が

「
独
立
し
た
第
三
者
」
に
よ

る
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
れ
ば
、
独
立
性
を
担
保

で
き
る
仕
組
み
や
選
定
も
重

要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
図
表
１
に
示
す
通
り
、
Ｅ

Ｕ
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
で
は
外

部
監
査
を
実
施
し
て
い
る
国

も
あ
る
。

５
．
会
計
と
規
制

の
整
合
性
を
踏
ま

え
た
検
証
態
勢

　
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
妥
当
性
検
証
態

勢
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、

会
計
と
規
制
と
の
整
合
性
の

有
無
は
、
実
務
に
与
え
る
影

響
が
大
き
い
論
点
で
あ
る
。

会
計
数
値
は
外
部
監
査
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
妥
当
性
を

確
保
す
る
た
め
に
シ
ス
テ
ム

化
や
内
部
統
制
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
会
計
数
値
を

Ｅ
Ｓ
Ｒ
に
利
用
で
き
る
と
す

れ
ば
、
実
務
負
担
の
大
幅
な

軽
減
に
つ
な
が
る
。
も
し
利

用
で
き
な
け
れ
ば
、
双
方
で

シ
ス
テ
ム
化
や
内
部
統
制
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
ど
の
程
度
ま
で
会

計
数
値
を
Ｅ
Ｓ
Ｒ
に
利
用
で

き
る
か
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
算
定
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
化
や
内
部

統
制
の
高
度
化
の
範
囲
、
外

部
検
証
の
要
否
な
ど
に
大
き

く
関
わ
る
。

　
図
表
２
は
会
計
と
規
制
、

検
証
の
関
係
で
あ
る
。
Ｊ
Ｇ

Ａ
Ａ
Ｐ
は
現
行
の
会
計
基
準

を
指
す
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
は
任
意

適
用
で
あ
る
た
め
、
単
体
と

連
結
の
組
み
合
わ
せ
で
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
17
適
用
の
状
況
に
応

じ
て
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
考

え
ら
れ
る
。
濃
色
に
な
っ
て

い
る
部
分
が
会
計
と
規
制
で

整
合
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｒ
と
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
17
の

保
険
負
債
は
、
基
準
は
異
な

る
も
の
の
、
共
に
経
済
価
値

ベ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ａ
Ｐ
の
保
険
負
債
に

比
べ
る
と
親
和
性
が
高
い
。

そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
適
用

会
社
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
財
務
諸

表
に
つ
い
て
会
計
監
査
を
受

け
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対

応
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
保
険
負
債

の
外
部
検
証
を
行
う
負
担
は

少
な
い
一
方
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ａ
Ｐ

適
用
会
社
は
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
保
険

負
債
の
検
証
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
か
ら
開
始
と
な
る
の

で
、
負
担
は
大
き
い
。

　
実
務
負
荷
や
経
営
上
の
複

雑
性
を
減
ら
す
た
め
に
②
の

よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
採
用
し

た
い
保
険
会
社
も
あ
れ
ば
、

既
に
構
築
さ
れ
た
実
務
を
変

更
し
た
く
な
い
た
め
①
で
対

応
し
た
い
と
い
う
会
社
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
他
方
、
会
計
数
値
も
監
督

上
有
用
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
保
険
会
社
間
で
の
不
整

合
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う

見
方
も
あ
る
。
そ
の
場
合

は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
17
は
任
意
で

は
な
く
な
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
反
対
に
、
今
後
Ｅ

Ｓ
Ｒ
の
み
を
規
制
上
利
用

し
、
監
督
上
会
計
数
値
は
参

照
し
な
い
と
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
は
任
意
適
用
の
ま
ま
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ

の
場
合
は
Ｅ
Ｓ
Ｒ
の
計
算
結

果
に
対
す
る
妥
当
性
の
重
要

度
が
増
す
た
め
、
外
部
検
証

が
必
須
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

部
分
は
今
後
の
検
討
が
待
た

れ
る
所
で
あ
る
。

６
．
ま
と
め

　
有
識
者
会
議
の
報
告
書
は

提
言
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
今
後
具
体
的
な
検
討

が
進
む
た
め
、
現
時
点
で
明

確
に
決
ま
っ
た
も
の
は
な
い

が
、
本
年
８
月
に
公
表
さ
れ

た
「
金
融
行
政
方
針
」
に
お

い
て
、
「
Ｅ
Ｓ
Ｒ
規
制
等
に

つ
い
て
は
、
有
識
者
会
議
報

告
書
に
示
さ
れ
た
方
向
性
・

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
念
頭

に
、
（
中
略
）
新
た
な
ソ
ル

ベ
ン
シ
ー
規
制
に
基
づ
く
健

全
性
政
策
へ
の
円
滑
な
移
行

に
向
け
た
準
備
を
着
実
に
進

め
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
今

後
導
入
に
向
け
た
検
討
の
進

展
が
予
想
さ
れ
る
。
報
告
書

で
は
、
２
０
２
２
年
頃
に
制

度
の
基
本
的
内
容
の
暫
定
決

定
を
目
指
す
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
有
識
者
会
議
報

告
書
を
理
解
し
、
導
入
に
向

け
た
準
備
に
徐
々
に
と
り
か

か
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
ら

れ
る
。

　
そ
こ
で
次
回
以
降
は
、
経

済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン

シ
ー
規
制
導
入
に
お
け
る
具

体
的
な
課
題
に
関
し
、
図
表

３
の
通
り
に
整
理
し
た
上
で

項
目
ご
と
に
解
説
し
て
い
き

た
い
。
（
な
お
、
本
稿
内
容

に
つ
い
て
は
20
年
９
月
末
時

点
で
の
調
査
情
報
に
基
づ
い

て
い
る
こ
と
に
ご
留
意
い
た

だ
き
た
い
）	

（
つ
づ
く
）

◇

【
三
輪
登
信
（
み
わ
・
た
か

の
ぶ
）
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法
人

保
険
カ
ン
ト
リ
ー
ヘ
ッ
ド
。

公
認
会
計
士
、
日
本
ア
ク
チ

ュ
ア
リ
ー
会
正
会
員
、
年
金

数
理
人
、
日
本
証
券
ア
ナ
リ

ス
ト
協
会
認
定
ア
ナ
リ
ス

ト
。
金
融
庁
経
済
価
値
ベ
ー

ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
等

に
関
す
る
有
識
者
会
議
メ
ン

バ
ー
（
前
）
、
企
業
会
計
基

準
委
員
会
保
険
契
約
専
門
委

員
会
専
門
委
員
、
他
。
保
険

会
社
（
生
命
保
険
、
損
害
保

険
）
等
に
対
す
る
監
査
業
務

の
ほ
か
、
規
制
対
応
・
リ
ス

ク
管
理
や
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
17
コ
ン

バ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
等
に
従
事
。

【
著
書
な
ど
】
『
保
険
業
の

会
計
実
務
』
（
中
央
経
済

社
、
共
著
）
、
『
図
解
＆
徹

底
分
析
　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
「
新
保

険
契
約
」
』
（
中
央
経
済

社
、
共
著
）
他
多
数
。

【
講
演
な
ど
】
会
計
教
育
研

修
機
構
、
損
保
総
研
、
な

ど
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
講
師
実

績
多
数
。

【
専
門
分
野
】
保
険
会
計
、

保
険
数
理
、
保
険
規
制
、
リ

ス
ク
管
理
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
17
な

ど
。

経
済
価
値
ベ
ー
ス
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制

― 

導
入
に
向
け
た
検
討
事
項 

―

外部監査未実施

EU非加盟国

バランスシートのみ外部監査実施
バランスシートだけでなく、
SCRやMCRも外部監査実施

図表３　本稿における解説内容
解説回 解説内容

第１回
（今回）

有識者会議を終えて

第２回 有識者会議の概要

第３回 ICS の概要

第４回 有識者会議で議論された数理的論点

第５回 新規制で求められるガバナンス態勢

第６回 様々なガバナンスモデル

第７回 検証態勢の導入

第８回
（最終回）

まとめ

図表２　会計と規制、検証の関係
会計単体 会計連結 ESR単体 ESR連結 コメント

① JGAAP JGAAP ESR ESR 作成・検証に手間が掛かる。今の欧州はこれ
に近い。

② JGAAP IFRS17 ESR ESR 連結は整合的。連結のみ IFRS は現実的。

③ IFRS17 IFRS17 ESR ESR 完全に整合的。ただし、導入ハードルは高い。

図表１　ＥＵソルベンシーⅡにおける外部監査実施状況

EIOPA「Consultation Paper on proposals for Solvency Ⅱ2020 Review / Package on Supervisory Reporting and Public Disclosure 
/ 4.Solvency and Financial Condition Report (2019/6/25)」を基に作成

有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法
人

金
融
事
業
部
パ
ー
ト
ナ
ー

三
輪
　
登
信

【
第
１
回
】	
有
識
者
会
議
を
終
え
て

類
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
は
ず
っ
と
先
の




